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照射材の破壊靭性評価に対する超小型の C(T)試験片の適用性を把握するため、IAEA 標準材である JRQ

の照射済み材料を対象にマスターカーブ法に従う評価を実施した。異なる二機関のいずれでも有効な評価

を実施出来た。両者の評価結果は同等であり、また PCCv 試験片による評価結果とも同等であった。 
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1. 緒言 

延性―脆性遷移温度域における破壊靭性を評価するマスターカーブ法[1](MC 法)は、破壊靭性の寸法依存

性を補正することが可能であることから、外形寸法 4×10×9.6mm の Mini-C(T)試験片の採用が期待されて

いる。現在は、非照射材の圧力容器鋼に対する同試験片の適用性が広く認められ[2] 照射材に対する適用性

を確かめる段階にある。Mini-C(T)試験片による破壊靭性評価を二つの機関で実施し、(1) MC 法の評価が実

施できるか、(2)実施機関による差異があるか、 (3)他の形状の試験片と整合した結果か、を評価する。 

2. 実験 

試験炉にて照射量 1.85×1019 n/cm2(E>1MeV)まで照射された JRQ（A533B Cl.1 鋼）[3]を対象とし、機関 A

にて予亀裂付きシャルピー(PCCv)試験片による MC 法破壊靭性評価を実施した。試験終了後の破断材の片

割れずつを機関 A と B に分配し、それぞれで Mini-C(T)試験片の加工、予亀裂導入および MC 法の評価を

行った。PCCv 試験では単一の試験温度、Mini-C(T)の試験では複数の試験温度で破壊靭性 KJc を取得し、延

性-脆性遷移の評価指標である参照温度 Toを評価した。 

3. 結果 

機関 AおよびBはそれぞれ、Mini-C(T)試験片で 26点および 24点のKJcを取得し有効な Toを評価できた。

結果は To=40℃および To=32℃であり、差は規格[1]で想定する範囲内であった。別途 KJc の分布が MC 法の

仮定するワイブル分布に従うことも確認できたことから、同照射材に対して Mini-C(T)試験片を適用可能で

あると考えられる。PCCv 試験片を用いた評価でも

To=44℃と非常に近い値を得たことから、本試験の範囲で

は試験片形状の影響は顕著でないと言える。 
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図 1 試験で得られた KJcと MC 評価結果 
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